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は
じ
め
に

ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
の
首
都
ハ
ノ
イ
の
中
心
部
か
ら
南
へ

車
で
約
一
時
間
行
っ
た
郊
外
（
ハ
ノ
イ
市
フ
ー
ス
エ
ン
県
ナ
ム
チ
エ

ウ
社
）
に
「
捕
虜
と
な
っ
た
革
命
戦
士
博
物
館
」（
以
下
「
捕
虜
博

物
館
」
と
略
す
）
が
あ
る
。
こ
の
博
物
館
は
二
〇
〇
〇
平
方
メ
ー
ト

ル
余
り
の
敷
地
面
積
を
も
ち
、
二
棟
の
展
示
室
の
ほ
か
戦
没
者
慰
霊

堂
や
会
議
室
・
事
務
室
な
ど
が
あ
る
比
較
的
小
規
模
な
博
物
館
で
あ

る
。
同
博
物
館
は
公
立
の
博
物
館
で
は
な
く
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
珍
し

い
私
立
の
戦
争
博
物
館
で
あ
る
。
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
戦
争
博
物
館

と
し
て
は
、
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
に
あ
る
戦
争
証
跡
博
物
館
や
ハ
ノ
イ
市

の
軍
事
歴
史
博
物
館
が
最
も
代
表
的
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
公
立
で

あ
る
。
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
、「
捕
虜
博
物
館
」
の
よ
う
な
個
人

に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
た
戦
争
博
物
館
・
展
示
室
が
登
場
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。
同
博
物
館
の
ほ
か
に
は
、
旅
行
ガ
イ
ド
本
『
ロ
ン
リ
ー
プ

ラ
ネ
ッ
ト
（Lonely Planet

）』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
グ
エ
ン
・
ス

ア
ン
・
リ
エ
ン
氏
が
運
営
す
る
ク
ア
ン
ビ
ン
省
ド
ン
ホ
イ
市
に
あ
る

「
ヴ
ッ
ク
ク
ア
イ
ン
野
外
戦
争
博
物
館
（V

uc Q
uanh O

utdoor W
ar 

M
useum

）」
や
、
ハ
ノ
イ
市
の
グ
エ
ン
・
マ
イ
ン
・
ヒ
エ
ッ
プ
氏
の

展
示
室
や
ナ
ム
デ
ィ
ン
市
の
ヴ
ー
・
デ
ィ
ン
・
リ
ュ
ウ
氏
の
展
示
室

な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る＊

１

。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
経

験
し
た
退
役
軍
人
に
よ
る
も
の
で
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
経
済
的

余
裕
が
あ
る
程
度
で
き
て
き
た
こ
と
と
、
人
生
の
晩
年
期
に
入
り
何

と
か
「
戦
争
の
記
憶
」
を
と
ど
め
て
お
き
た
い
と
い
う
彼
ら
の
個
人

的
情
熱
の
所
産
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
間
の
動
き
が
浮
上
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
た
だ
こ
れ
ま
で
民
間
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
当
局
公

特
集
１ 

紅
い
戦
争
の
記
憶

―
旧
ソ
連
・
中
国
・
ベ
ト
ナ
ム
を
比
較
す
る

ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
戦
争
の
記
憶
の「
社
会
化
」

―
―「
捕
虜
と
な
っ
た
革
命
戦
士
博
物
館
」の
事
例
を
通
し
て

今
井
昭
夫
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認
の
博
物
館
と
な
っ
て
い
る
の
は
「
捕
虜
博
物
館
」
だ
け
で
あ
る
。

そ
の
経
緯
を
本
稿
で
は
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

社
会
主
義
国
に
お
け
る
「
戦
争
の
記
憶
」、
と
り
わ
け
革
命
戦

争
・
民
族
解
放
戦
争
の
記
憶
は
、
現
体
制
の
正
当
性
の
重
要
な
源
泉

と
な
っ
て
き
た
。
在
米
の
研
究
者
の
フ
エ
・
タ
ム
・
ホ
ー
・
タ
イ
や

ヘ
オ
ニ
ク
・
ク
ウ
ォ
ン
に
よ
れ
ば
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
九
九
〇
年
代

ま
で
、
民
族
解
放
戦
争
に
関
わ
る
記
念
行
事
や
記
念
碑
な
ど
に
よ
っ

て
表
象
さ
れ
る
戦
争
の
「
公
式
的
な
記
憶
」
は
国
家
に
よ
っ
て
ほ
ぼ

完
全
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
、
個
別
民
衆
的
な
記
憶
（
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ

ラ
ー
・
メ
モ
リ
ー
）
と
の
緊
張
関
係
が
生
じ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た

が
、
ド
イ
モ
イ
以
降
、
戦
争
の
コ
メ
モ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
勃
興
す
る
よ

う
に
な
り
（Tai 2001

）、
戦
争
英
雄
主
義
の
国
家
英
雄
崇
拝
（
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
メ
モ
リ
ー
）
か
ら
地
方
化
さ
れ
た
祖
先
崇
拝
（
ロ
ー
カ

ル
・
メ
モ
リ
ー
）
へ
の
関
心
の
移
行
（
ロ
ー
カ
ル
化
）
が
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
（K

w
on 2006 ＊

２
）。
こ
れ
に
対
し
筆
者
は
、
一
九
九
〇

年
代
以
降
の
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
「
戦
争
の
記
憶
」
の
あ
り
方
に

は
、
国
家
の
占
有
状
態
か
ら
脱
却
す
る
「
社
会
化
」
と
い
う
傾
向
が

見
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る＊

３

。
本
稿
で
は
、「
捕
虜
博

物
館
」
が
ベ
ト
ナ
ム
で
最
初
の
公
認
民
間
戦
争
博
物
館
と
し
て
活
動

す
る
に
い
た
っ
た
過
程
に
お
い
て
、
官
民
双
方
か
ら
の
「
社
会
化
」

の
動
き
を
見
て
と
り
、
元
捕
虜
と
い
う
ち
ょ
っ
と
特
異
な
存
在
の

人
々
と
そ
の
「
戦
争
の
記
憶
」
を
通
し
て
現
代
ベ
ト
ナ
ム
の
「
戦
争

の
記
憶
」
の
「
社
会
化
」
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

Ⅰ
元
捕
虜
へ
の
聞
き
取
り
調
査

筆
者
は
二
〇
一
一
年
八
月
二
一
日
に
初
め
て
「
捕
虜
博
物
館
」
を

見
学
し
た
。
二
回
目
に
訪
れ
た
の
は
同
年
一
二
月
二
五
日
か
ら
二
七

日
の
三
日
間
で
、
こ
の
時
、
同
博
物
館
に
お
い
て
一
一
人
の
元
捕
虜

に
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
一
一
人
は
ラ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・

バ
ー
ン
館
長
の
知
り
合
い
の
元
捕
虜
た
ち
で
全
員
が
現
在
は
ベ
ト
ナ

ム
北
部
在
住
。
省
別
で
い
う
と
ハ
ノ
イ
市
が
五
人
（
①
～
⑤
）、
ハ
ー

写真1　捕虜博物館入口
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ナ
ム
省
が
一
人
（
⑥
）、
ヴ
ィ
ン
フ
ッ
ク
省
が
三
人
（
⑦
～
⑨
）、

バ
ッ
ク
ニ
ン
省
が
二
人
（
⑩
、
⑪
）
と
、
い
ず
れ
も
ハ
ノ
イ
市
お
よ

び
そ
の
近
隣
省
の
在
住
者
で
あ
る
。
年
齢
は
六
二
歳
～
七
二
歳
で

（
調
査
時
）、
多
く
は
こ
の
博
物
館
の
活
動
支
援
者
で
あ
る
。
表
１
は

一
一
人
の
一
覧
表
で
あ
る
（
順
番
は
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
順
）。
名
前
は

フ
ァ
ー
ス
ト
・
ネ
ー
ム
の
仮
名
の
み
を
記
し
て
い
る
。
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
は
本
人
た
ち
の
承
諾
を
え
た
上
で
録
音
し
、
テ
ー
プ
起
こ
し

を
し
て
文
字
資
料
化
し
て
い
る
。

Ⅱ
元
捕
虜
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
記
憶

ま
ず
元
捕
虜
た
ち
の
語
っ
た
「
戦
争
の
記
憶
」
の
内
容
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
一
一
人
は
全
員
一
九
四
〇

年
代
生
ま
れ
の
旧
北
ベ
ト
ナ
ム
（
ベ
ト
ナ
ム
民
主
共
和
国
）
出
身
の

男
性
・
退
役
軍
人
で
、
い
ず
れ
も
一
九
六
〇
年
代
に
入
営
し
、
間
も

な
く
し
て
南
ベ
ト
ナ
ム
に
出
征
し
て
い
る
。
最
も
早
い
人
で
一
九
六

三
年
、
最
も
遅
い
人
で
一
九
六
八
年
で
あ
る
。
捕
ら
え
ら
れ
た
場
所

は
い
ず
れ
も
南
ベ
ト
ナ
ム
の
戦
場
で
、
南
ベ
ト
ナ
ム
最
北
端
の
ク
ア

ン
チ
省
三
人
、
フ
エ
市
一
人
、
ダ
ナ
ン
市
一
人
、
中
部
の
ク
ア
ン
ナ

ム
省
一
人
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
省
二
人
、
中
部
高
原
の
ザ
ラ
イ
省
一
人
、

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
二
人
と
な
っ
て
い
る
。
多
く
は
一
九
六
八
年
の
テ
ト

攻
勢
前
後
の
時
に
捕
ら
え
ら
れ
、
一
九
七
三
年
の
捕
虜
交
換
ま
で
長

名前 生年 入営年
南ベトナ
ム入りし
た年

捕らえられた場所
（現在の地名） 捕虜期間 備考

① トアン 1948年 1967年 1968年 ザライ省 1968年12月 ~1973年3月 入営前67年に入党

② ヒエウ 1940年 1694年 1966年 ホーチミン市 1968年1月 ~1973年3月 入営前に2人の子。
党員

③ フン 1944年 1962年 1966年 ダナン市 1968年5月 ~1973年3月 非党員
④ ホイ 1947年 1965年 1967年 クアンチ省 1967年末 ~1973年2月 非党員

⑤ キエン 1947年 1967年 1967年 ホーチミン市 1968年1月 ~1973年2月 党員。博物館のガ
イド

⑥ クエン 1943年 1962年 1963年 クアンチ省 1966年 ~1973年
⑦ ルオン 1946年 1966年 1967年 ビンディン省 1968年1月 ~1973年3月 捕虜以前に入党
⑧ トゥオン 1949年 1967年 1967年 フエ市 1968年2月 ~1973年 84年に入党
⑨ カン 1943年 1966年 1966年 クアンチ省 1967年10月 ~1973年2月 64年に入党
⑩ キム 1944年 1965年 1966年 ビンディン省 1966年10月 ~1974年3月 収容所内で入党
⑪ ブオン 1943年 1965年 1965年 クアンナム省 1968年2月 ~1973年2月

表1　聞き取りをした元捕虜の一覧表
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期
間
に
わ
た
っ
て
捕
虜
生
活
を
お
く
っ
た
。

１
入
営
か
ら
捕
虜
と
な
る
ま
で

戦
争
参
加
へ
の
気
勢
・
高
揚
感

北
ベ
ト
ナ
ム
で
は
一
九
五
八
年
か
ら
徴
兵
制
度
が
導
入
さ
れ
始
め

た
が
、
一
九
六
〇
年
代
に
は
、
高
揚
す
る
雰
囲
気
の
な
か
で
自
ら
志

願
し
て
入
営
す
る
若
者
が
輩
出
し
た
。
ク
エ
ン
（
⑥
）
は
七
年
生
在

学
中
に
「
抗
米
入
隊
参
加
青
年
運
動
」
に
感
化
さ
れ
て
一
九
六
二
年

に
入
営
し
た
。
先
祖
が
残
し
て
く
れ
た
国
土
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
、
青
年
の
義
務
を
ま
っ
と
う
し
な
け
れ
ば
恥
ず
か
し
い

と
思
っ
た
と
い
う
。
キ
ム
（
⑩
）
も
一
〇
年
生
在
学
中
に
志
願
し

た
。
キ
ム
は
家
で
男
の
子
一
人
だ
っ
た
の
で
兵
役
が
免
除
さ
れ
る
の

に
、
一
九
六
四
年
に
「
グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ョ
イ＊

４

の
精
神
を
学
ぶ
運

動
」
が
高
校
で
は
盛
ん
と
な
り
、
入
隊
の
嘆
願
書
を
出
し
た
。
南
ベ

ト
ナ
ム
出
征
が
決
ま
る
と
、
伯
母
の
一
人
か
ら
「
出
征
し
な
く
て
も

す
む
の
に
、
父
母
を
捨
て
て
い
く
と
は
お
前
は
不
孝
者
だ
」
と
い
わ

れ
た
。
し
か
し
高
校
で
の
入
隊
熱
は
高
ま
り
、
キ
ム
が
入
営
し
た

時
、
学
校
全
体
で
は
二
〇
〇
人
ほ
ど
が
入
営
し
た
。
ホ
イ
（
④
）
は

ハ
テ
ィ
ン
省
出
身
で
高
校
の
最
終
学
年
の
時
に
入
営
し
た
。
彼
の
郷

里
に
駐
屯
し
て
い
た
南
ベ
ト
ナ
ム
出
征
部
隊
に
何
人
か
の
逃
亡
兵
が

出
た
た
め
、
一
九
六
五
年
に
彼
は
補
充
兵
と
し
て
志
願
し
入
隊
し

た
。
し
か
し
緊
急
の
補
充
兵
で
あ
っ
た
た
め
訓
練
は
た
っ
た
一
九
日

の
み
で
出
征
し
、
ラ
オ
ス
を
経
て
南
ベ
ト
ナ
ム
に
入
っ
た
。
武
器
の

使
用
に
ま
だ
習
熟
し
て
お
ら
ず
訓
練
も
不
十
分
な
ま
ま
、
ク
ア
ン
チ

省
の
戦
場
で
捕
ら
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

北
ベ
ト
ナ
ム
軍
の
南
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
浸
透

イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
中
で
最
も
早
く
南
ベ
ト
ナ
ム
入
り
し
た
の
は

ク
エ
ン
（
⑥
）
で
あ
る
。
彼
は
一
九
六
二
年
に
入
営
し
、
一
九
六
三

年
に
南
ベ
ト
ナ
ム
入
り
し
た
。
彼
の
部
隊
は
北
ベ
ト
ナ
ム
最
南
端
の

ク
ア
ン
ビ
ン
省
に
あ
る
ホ
ー
村
に
着
く
と
、
北
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
服
を

脱
い
で
南
ベ
ト
ナ
ム
風
の
衣
服
に
改
め
た
。
自
動
車
に
は
覆
い
が
か

け
ら
れ
、
銃
も
ソ
連
製
の
Ａ
Ｋ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
製
の
銃
に
換
え
ら

れ
、
帽
子
も
違
う
も
の
を
か
ぶ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
段
階
で
は
ま
だ

北
ベ
ト
ナ
ム
軍
は
南
ベ
ト
ナ
ム
入
り
が
ば
れ
な
い
よ
う
に
慎
重
に
偽

装
し
て
い
た
。
ク
エ
ン
の
部
隊
は
ク
ア
ン
チ
省
の
戦
場
に
赴
い
た

が
、
時
に
は
地
元
民
兵
の
案
内
で
平
野
部
に
進
攻
し
、
戦
略
村
の
破

壊
工
作
に
従
事
し
た
。「
戦
略
村
を
破
壊
し
、
末
端
組
織
を
建
設
す

る
」
段
階
で
は
、
部
隊
は
一
九
五
四
年
直
後
に
北
に
「
集
結
」
し
た

南
出
身
者
が
二
・
三
人
に
対
し
北
出
身
者
一
人
の
割
合
で
、
南
出
身

者
が
末
端
組
織
を
掌
握
し
て
い
た
。「
解
放
勢
力
側
」
が
強
く
な
る

と
、
特
殊
工
作
が
増
え
、
ク
エ
ン
は
そ
の
任
務
遂
行
中
に
負
傷
し
捕

ら
え
ら
れ
た
。
キ
ム
（
⑩
）
は
一
九
六
六
年
に
特
殊
部
隊
工
作
員
と

し
て
南
の
大
学
生
に
偽
装
し
、
中
部
ク
イ
ニ
ョ
ン
市
で
破
壊
工
作
に

携
わ
っ
た
。
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ル
オ
ン
（
⑦
）
は
一
九
六
七
年
に
南
ベ
ト
ナ
ム
入
り
し
、
中
部
沿

岸
地
方
の
ク
ア
ン
ガ
イ
省
と
ビ
ン
デ
ィ
ン
省
で
活
動
し
た
。
敵
の
攻

撃
が
激
し
か
っ
た
た
め
駐
屯
地
は
絶
え
ず
移
動
し
、
こ
の
時
点
で
は

ま
だ
平
野
部
に
進
攻
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
補
給
路
も
北
と

つ
な
が
っ
て
お
ら
ず
、
武
器
は
北
隣
の
ク
ア
ン
ナ
ム
省
の
基
地
ま
で

取
り
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
食
糧
は
北
か
ら
の
供
給
が

な
い
の
で
当
地
の
平
野
部
に
行
っ
て
調
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
そ
れ
は
危
険
な
任
務
で
あ
り
、
払
っ
た
犠
牲
や
損
失
は
大
き

か
っ
た
。

捕
虜
に
な
っ
た
時
の
尋
問

イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
ほ
と
ん
ど
の
人
が
戦
場
で
負
傷
し
て
捕
虜
に

な
っ
て
い
る
。
な
か
に
は
①
、
②
、
④
の
よ
う
に
負
傷
し
て
人
事
不

省
に
陥
り
、
気
が
つ
い
た
時
に
は
米
軍
の
病
院
で
寝
て
い
た
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
①
、
②
、
④
、
⑤
、
⑦
、
⑧
、
⑪
は
数
か
月
に

わ
た
っ
て
米
軍
な
ど
の
病
院
で
治
療
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
後
、
最

寄
り
の
捕
虜
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
後
、
最
終
的
に
は
全
員
が
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
国
境
近
く
の
シ
ャ
ム
湾
に
浮
か
ぶ
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
島
の
捕

虜
収
容
所
に
入
れ
ら
れ
た
。

ト
ア
ン
（
①
）
と
フ
ン
（
③
）
に
よ
れ
ば
、
北
ベ
ト
ナ
ム
軍
で
は

「
一
〇
の
誓
い
、
一
二
の
規
律
」（B

ộ Q
uốc Phòng 2004: 686

）
が

あ
り
、
軍
隊
の
誓
い
で
は
、
捕
ら
え
ら
れ
て
も
裏
切
っ
て
白
状
し
な

い
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
捕
虜
と
な
っ
て
最
初
に
尋
問
さ

れ
た
時
、
自
分
の
名
前
や
階
級
、
所
属
部
隊
を
偽
っ
て
申
告
す
る

ケ
ー
ス
が
多
か
っ
た
。
と
く
に
士
官
、
特
殊
部
隊
、
高
学
歴
者
、
共

産
党
員
に
そ
の
傾
向
が
強
か
っ
た
。
そ
れ
ら
の
人
は
収
容
所
側
か
ら

の
マ
ー
ク
が
よ
り
き
つ
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
ヒ
エ
ウ
（
②
）
は
党

員
な
の
で
白
状
で
き
な
い
と
決
意
し
、
出
身
地
を
い
わ
ず
、
名
前
も

騙
っ
た
。
ク
エ
ン
（
⑥
）
は
特
殊
部
隊
の
兵
士
だ
っ
た
が
普
通
の
歩

兵
だ
と
申
告
し
た
。
名
前
や
出
身
地
も
変
え
た
。
ト
ゥ
オ
ン
（
⑧
）

も
偽
名
で
申
告
し
た
。
本
当
の
こ
と
を
申
告
す
れ
ば
敵
は
そ
れ
を
伝

単
に
記
し
て
帰
順
者
だ
と
宣
伝
さ
れ
か
ね
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ブ
オ
ン
（
⑪
）
は
尋
問
で
北
ベ
ト
ナ
ム
に
帰
り
た
い
か
と
聞
か
れ

て
、「
自
分
達
は
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
民
族
戦
線
の
人
間
で
あ
る
」
と

答
え
て
い
る
。

ト
ア
ン
（
①
）
は
収
容
さ
れ
る
や
取
り
調
べ
の
時
に
暴
力
を
ふ
る

わ
れ
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
の
国
旗
や
士
官
に
対
す
る
敬
礼
を
強
制
さ

れ
、
そ
れ
を
拒
否
す
る
と
な
ぐ
ら
れ
た
。
伝
単
用
に
写
真
を
撮
ら
れ

た
り
、
取
り
調
べ
が
録
音
さ
れ
た
り
し
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
の
軍
隊
で

は
高
卒
で
士
官
に
な
る
の
が
通
例
な
の
で
、
高
卒
な
の
に
ど
う
し
て

士
官
で
は
な
い
の
か
と
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
た
。
党
員
だ
と
は
申
告
し

な
か
っ
た
。
フ
ン
（
③
）
は
士
官
（
准
尉
）
だ
と
知
ら
れ
て
い
た
の

で
、
何
度
か
呼
び
出
さ
れ
、
サ
イ
ゴ
ン
に
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
事
務
所
で

も
取
り
調
べ
を
受
け
た
。
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２
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
島
捕
虜
収
容
所
で
の
捕
虜
体
験

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
末
期
、
南
ベ
ト
ナ
ム
に
は
六
つ
の
捕
虜
収
容
所
が

あ
っ
た
（
ダ
ナ
ン
、
プ
レ
イ
ク
、
ク
イ
ニ
ョ
ン
、
ビ
エ
ン
ホ
ア
、
カ

ン
ト
ー
、
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
）。
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
捕
虜
収
容
所
は
一
九

六
七
年
七
月
六
日
よ
り
活
動
を
開
始
し
た
。
敷
地
は
約
四
〇
〇
ヘ
ク

タ
ー
ル
あ
り
、
一
二
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
ら
れ
て
い
た
。
ゾ
ー
ン
は
さ

ら
に
四
つ
の
分
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
区
に
は
九
つ
の
収
容
室

が
あ
り
、
各
室
に
一
〇
〇
～
一
五
〇
人
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
た
。
一

九
七
〇
年
の
パ
リ
和
平
会
議
で
捕
虜
問
題
に
関
し
て
出
さ
れ
た
資
料

に
よ
れ
ば
、
捕
虜
の
総
数
は
三
万
五
五
〇
〇
人
で
、
そ
の
う
ち
フ
ー

ク
オ
ッ
ク
島
に
二
万
五
二
九
一
人
が
収
容
さ
れ
て
い
た
（B

an Liên 

Lạc 2012: 128

）。
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
島
の
捕
虜
数
は
、
一
九
七
〇
年

に
二
万
六
六
七
一
人
、
一
九
七
一
年
に
二
万
六
五
一
五
人
、
一
九
七

二
年
末
に
三
万
八
〇
〇
〇
人
、
捕
虜
交
換
直
前
の
一
九
七
三
年
一
月

二
五
日
で
三
万
七
五
七
七
人
で
あ
っ
た
。
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
島
に
は
の

べ
で
約
四
万
人
の
捕
虜
が
収
容
さ
れ
、
約
四
千
人
が
収
容
所
で
死
亡

し
て
い
る
（B

an Liên Lạc 2012: 7

）。
敵
方
に
帰
順
し
て
「
新
生
活

キ
ャ
ン
プ
」
に
入
っ
た
捕
虜
は
一
万
九
七
三
人
で
あ
る
。
収
容
所
か

ら
生
還
し
た
捕
虜
も
重
傷
を
負
い
、
体
が
不
自
由
に
な
っ
た
人
が
多

数
い
た
（B

an Liên Lạc 2012: 107

）。
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
捕
虜
収
容
所

は
南
ベ
ト
ナ
ム
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
時
期
の
東
南
ア
ジ
ア
で
最
大
の

捕
虜
収
容
所
で
あ
っ
た
。
同
捕
虜
収
容
所
は
戦
後
の
一
九
九
三
年
一

〇
月
に
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
国
家
歴
史
遺
跡
に
認
定
さ
れ
て
い
る

（B
an Liên Lạc 2012: 19

）。

捕
虜
収
容
所
の
区
分

フ
ー
ク
オ
ッ
ク
捕
虜
収
容
所
の
捕
虜
は
次
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に

分
け
ら
れ
て
い
た
（
南
ベ
ト
ナ
ム
出
身
兵
士
、
北
ベ
ト
ナ
ム
出
身
兵

士
、
南
ベ
ト
ナ
ム
出
身
下
士
官
：
約
八
〇
〇
人
、
北
ベ
ト
ナ
ム
出
身
下

士
官
：
約
九
〇
〇
人
、
南
ベ
ト
ナ
ム
出
身
士
官
：
約
七
〇
〇
人
、
北
ベ

ト
ナ
ム
出
身
士
官
：
七
〇
〇
人
）（B

an Liên Lạc 2012: 132

）。
重
症

者
と
帰
順
者
も
別
に
収
容
さ
れ
て
い
た
。
帰
順
し
た
捕
虜
は
「
新
生

活
キ
ャ
ン
プ
」
に
入
れ
ら
れ
た
。
南
ベ
ト
ナ
ム
出
身
者
は
正
規
軍
の

捕
虜
で
は
な
く
「
反
乱
軍
」
の
捕
虜
だ
と
さ
れ
、
労
役
に
駆
り
出
さ

れ
た
。
捕
虜
の
待
遇
に
関
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
協
定
（
一
九
四
九
年
）

に
よ
り
、
北
の
人
に
は
労
役
は
課
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
米
軍
は
、

北
ベ
ト
ナ
ム
で
捕
虜
と
な
っ
て
い
る
米
軍
パ
イ
ロ
ッ
ト
と
の
交
換
要

員
と
し
て
、
北
の
捕
虜
を
重
視
し
て
い
た
。

捕
虜
収
容
所
の
待
遇

ト
ア
ン
（
①
）
に
よ
れ
ば
、
収
容
所
で
は
食
べ
物
と
薬
が
不
足

し
、
多
く
の
人
が
病
気
に
な
り
死
亡
し
た
。
衣
服
は
サ
イ
ゴ
ン
軍
兵

士
の
古
着
が
与
え
ら
れ
た
。
水
浴
び
は
二
・
三
日
に
一
度
で
乾
季
は

き
わ
め
て
稀
で
あ
っ
た
。
食
事
は
一
日
二
回
だ
っ
た
（
昼
と
夜
）。
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収
容
所
は
ト
タ
ン
屋
根
で
夏
は
灼
熱
地
獄
だ
っ
た
。
フ
ン
（
③
）
も

食
事
は
一
日
二
回
で
米
は
四
〇
〇
グ
ラ
ム
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
で

は
不
足
で
、
ネ
ズ
ミ
を
捕
ま
え
て
食
べ
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

ク
エ
ン
（
⑥
）
に
よ
れ
ば
収
容
所
の
死
亡
率
は
一
五
～
二
〇
％
で
、

病
気
の
ほ
か
、
暴
行
や
闘
争
に
よ
る
死
亡
が
あ
っ
た
。
カ
ン
（
⑨
）

は
、
収
容
所
の
飯
は
台
湾
か
ら
輸
入
さ
れ
た
「
蒋
介
石
米
」
だ
っ
た

と
指
摘
す
る
。
こ
れ
を
食
べ
て
い
る
と
目
が
か
す
み
、
歯
が
弱
く
な

り
、
体
重
が
激
減
し
、
骨
と
皮
だ
け
に
な
っ
た
。

暴
力
、
拷
問

フ
ー
ク
オ
ッ
ク
捕
虜
収
容
所
で
は
一
九
六
九
年
三
月
か
ら
一
九
七

二
年
二
月
ま
で
一
〇
回
近
く
の
大
虐
殺
が
あ
り
、
九
六
一
人
が
死
亡

し
、
数
百
人
が
負
傷
し
た
（B

an Liên Lạc 2012: 151
）。
捕
虜
の
だ

れ
も
が
暴
力
を
受
け
、
暴
力
は
日
常
茶
飯
事
だ
っ
た
。
フ
ン
（
③
）

は
一
九
七
〇
年
に
ひ
ど
い
拷
問
を
受
け
、
足
の
爪
を
は
が
さ
れ
、

「
虎
の
檻
」
に
一
〇
日
間
野
曝
し
に
さ
れ
た
。
ク
エ
ン
（
⑥
）
は
脱

獄
を
企
て
て
失
敗
し
た
時
に
拷
問
さ
れ
、
歯
を
全
部
折
ら
れ
、
三
か

月
特
別
室
に
送
り
込
ま
れ
た
。
そ
こ
は
鉄
板
の
部
屋
で
太
陽
に
焼
か

れ
て
皮
膚
が
剥
け
て
し
ま
っ
た
。
ブ
オ
ン
（
⑪
）
は
、
縛
ら
れ
て
吊

る
さ
れ
、
棘
つ
き
の
鞭
で
叩
か
れ
た
。
血
が
滲
み
、
気
を
失
う
と
ハ

ン
マ
ー
で
踝
を
た
た
か
れ
た
。
そ
れ
か
ら
「
虎
の
檻
」
に
い
れ
ら
れ

た
。
北
ベ
ト
ナ
ム
の
祝
日
前
に
な
る
と
祝
賀
活
動
を
制
限
す
る
た
め

に
、
暴
力
や
拷
問
が
多
く
な
っ
た
と
い
う
。

暴
力
や
拷
問
に
耐
え
ら
れ
た
の
は
、
ホ
イ
（
④
）
に
よ
れ
ば
、

「
肉
体
生
命
」
よ
り
も
「
政
治
生
命
」
を
重
ん
じ
た
か
ら
で
あ
る
。

名
誉
・
品
格
・
気
概
に
よ
り
恐
怖
や
痛
み
を
乗
り
越
え
た
。
フ
ン

（
③
）
は
、
自
分
の
家
と
故
郷
の
名
誉
を
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
決
意
し
た
。
キ
ム
（
⑩
）
は
、
気
節
を
保
つ
か
投
降
す
る
か
、
二

者
択
一
で
、
投
降
す
れ
ば
北
の
兵
士
に
と
っ
て
は
故
郷
を
捨
て
る
の

と
同
義
だ
っ
た
と
い
う
。
拷
問
の
始
ま
る
直
前
は
非
常
に
こ
わ
か
っ

た
。
痛
み
や
死
も
こ
わ
か
っ
た
が
、
戦
友
が
自
分
を
軽
蔑
す
る
よ
う

に
な
る
の
が
も
っ
と
こ
わ
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
元
捕
虜
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
達
は
拷
問
に
耐
え
、
帰
順
し
な
か
っ
た
。
し
か
し

帰
順
者
は
捕
虜
総
数
の
四
分
の
一
近
く
に
達
し
て
お
り
、
南
ベ
ト
ナ

ム
政
権
に
よ
る
帰
順
工
作
が
活
発
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

る
。捕

虜
収
容
所
で
の
闘
争

捕
虜
収
容
所
に
お
い
て
も
捕
虜
た
ち
は
闘
争
を
展
開
し
た
。
闘
争

の
目
標
は
食
事
改
善
と
暴
力
反
対
で
あ
っ
た
。
二
つ
の
闘
争
形
式
が

あ
り
、
一
つ
は
部
屋
の
代
表
者
の
交
渉
、
二
つ
は
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ

イ
キ
だ
っ
た
。
ク
エ
ン
（
⑥
）
に
よ
れ
ば
内
通
者
・
帰
順
者
に
対
す

る
闘
争
も
あ
っ
た
。
帰
順
者
だ
と
分
か
る
と
抹
殺
し
た
。
ブ
オ
ン

（
⑪
）
の
部
屋
で
も
三
人
の
帰
順
者
を
抹
殺
し
た
。
闘
争
の
中
心
に

な
っ
た
の
は
共
産
党
、
青
年
団
、
同
郷
組
織
の
三
つ
だ
っ
た
。
闘
争

は
、
最
初
は
同
郷
を
基
礎
と
し
た
大
衆
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
。
カ
ン
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（
⑨
）
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
同
郷
組
織
を
結
集
し
、
親
し
く
な
っ
て
か

ら
党
員
と
大
衆
を
選
別
し
た
と
い
う
。
キ
ム
（
⑩
）
は
ト
ン
ネ
ル
掘

削
に
よ
る
脱
獄
を
何
度
か
試
み
た
。
内
通
者
の
通
報
に
よ
り
四
度
目

に
捕
ま
っ
た
の
で
、
内
通
者
を
抹
殺
し
た
。
そ
の
た
め
裁
判
に
か
け

ら
れ
、
有
罪
と
な
り
コ
ン
ロ
ン
島
の
監
獄
に
送
ら
れ
た
（
一
九
七
二

年
五
月
）。

捕
虜
収
容
所
で
は
闘
争
の
一
環
と
し
て
補
習
学
級
も
開
か
れ
た
。

ト
ゥ
オ
ン
（
⑧
）
は
捕
虜
内
部
の
党
委
か
ら
依
頼
さ
れ
て
補
習
学
級

を
開
い
た
。
彼
は
一
〇
年
生
を
修
了
し
て
い
た
が
、
捕
虜
の
兵
士
達

は
三
・
四
年
生
修
了
程
度
の
学
歴
が
多
か
っ
た
。
カ
ン
（
⑨
）
に
よ

れ
ば
、
非
識
字
者
も
多
く
、
一
・
二
年
生
修
了
程
度
の
人
も
多
数
い

た
。
捕
虜
の
う
ち
比
較
的
高
学
歴
の
者
が
先
生
と
な
り
、
一
〇
年
生

を
修
了
し
て
い
た
カ
ン
や
キ
ム
な
ど
が
教
鞭
を
と
っ
た
。

３
釈
放
後
の
元
捕
虜
へ
の
偏
見
と
待
遇

捕
虜
交
換
に
よ
る
釈
放

一
九
七
三
年
一
月
締
結
の
パ
リ
和
平
協
定
第
八
条
に
よ
り
、
捕
虜

交
換
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
本
稿
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
一
一
人

の
う
ち
一
〇
人
が
一
九
七
三
年
の
二
月
・
三
月
に
南
ベ
ト
ナ
ム
最
北

端
の
ク
ア
ン
チ
省
に
て
釈
放
さ
れ
て
い
る
。
ト
ア
ン
（
①
）
に
よ
れ

ば
、
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
島
か
ら
飛
行
機
で
フ
エ
市
の
フ
ー
バ
イ
飛
行
場

に
行
き
、
そ
こ
か
ら
自
動
車
で
捕
虜
交
換
地
点
の
タ
ッ
ク
ハ
ン
川
ま

で
向
か
っ
た
。
彼
は
川
を
渡
っ
て
初
め
て
生
き
ら
れ
る
と
実
感
し
、

迎
え
の
人
と
抱
き
合
い
、
飛
び
跳
ね
た
。
キ
ム
（
⑩
）
だ
け
は
フ
ー

ク
オ
ッ
ク
島
か
ら
コ
ン
ダ
オ
島
に
移
送
さ
れ
て
い
た
た
め
、
釈
放
が

遅
れ
、
一
九
七
四
年
に
ビ
ン
フ
オ
ッ
ク
省
の
ロ
ッ
ク
ニ
ン
で
釈
放
さ

れ
て
い
る
。
ヒ
エ
ウ
（
②
）
な
ど
、
家
族
と
の
連
絡
が
途
絶
え
て
い

て
、
死
亡
通
知
が
す
で
に
家
族
に
届
け
ら
れ
て
い
た
人
も
い
た
。
ブ

オ
ン
（
⑪
）
も
一
九
七
一
年
に
死
亡
通
知
が
家
族
に
送
ら
れ
て
い

た
。
釈
放
後
、
彼
ら
は
各
地
の
静
養
所
で
休
養
し
た
後
、
帰
郷
し

た
。
健
康
上
の
理
由
に
よ
り
地
元
で
仕
事
に
就
く
場
合
が
多
く
、
ホ

イ
（
④
）
の
よ
う
に
重
症
者
で
、
仕
事
が
で
き
ず
、
家
と
土
地
を
支

給
さ
れ
た
場
合
も
あ
っ
た
。
ト
ア
ン
（
①
）
は
、
家
庭
の
事
情
で
退

役
し
、
郷
里
に
戻
っ
た
。
共
産
党
員
だ
っ
た
の
で
、
社
（
行
政
村
）

の
政
治
・
行
政
に
定
年
ま
で
従
事
し
、
社
の
党
委
書
記
を
一
〇
年
間

務
め
た
。
大
工
を
し
な
が
ら
農
業
や
手
工
業
に
従
事
し
た
ヒ
エ
ウ

（
②
）
や
鉄
屑
回
収
と
脱
穀
機
製
作
を
し
て
い
た
ク
エ
ン
（
⑥
）
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
、
多
く
は
地
方
の
政
治
・
行
政
に
携
わ
っ

た
。捕

虜
へ
の
偏
見

元
捕
虜
た
ち
は
帰
郷
し
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
当
局
の
監
視
を
受

け
た
。
捕
虜
収
容
所
時
代
に
ま
だ
党
員
で
な
か
っ
た
人
が
と
く
に
そ

う
で
あ
っ
た
。
フ
ン
（
③
）
に
よ
れ
ば
、
当
初
は
各
県
（
社
の
一
つ

上
の
行
政
区
分
）
の
公
安
と
国
防
省
Ｔ
14
の
公
安
が
監
視
し
た
と
い
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う
。
嫌
疑
が
晴
れ
次
第
、
監
視
は
解
か
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
ト
ア
ン
（
①
）
は
、
元
捕
虜
に
対
す
る
差
別
が
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
裏
切
り
の
有
無
を
調
べ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
上
か
ら
す

れ
ば
当
然
の
措
置
だ
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
元
捕
虜
に
対
す
る

偏
見
を
感
じ
て
い
た
人
は
多
い
。
フ
ン
（
③
）
は
帰
郷
し
て
指
導
層

が
偏
見
を
も
っ
て
い
る
の
を
感
じ
た
。
帰
郷
し
て
地
方
行
政
に
携

わ
っ
て
も
、
社
の
副
公
安
長
、
副
隊
長
な
ど
昇
進
は
「
副
」
止
ま
り

だ
っ
た
。
知
り
合
い
の
捕
虜
に
は
、
中
尉
の
時
に
捕
虜
に
な
り
、
上

尉
に
昇
進
す
る
の
に
六
・
七
年
か
か
っ
た
人
が
い
た
。
昇
進
が
遅
れ

る
こ
と
を
お
そ
れ
て
四
人
の
知
人
は
党
の
履
歴
に
申
請
し
な
か
っ

た
。
と
り
わ
け
軍
隊
は
捕
虜
経
験
に
つ
い
て
う
る
さ
か
っ
た
と
指
摘

す
る
。
キ
エ
ン
（
⑤
）
も
、「
私
の
社
で
は
偏
見
が
あ
っ
た
」
と
明

言
し
、
地
方
行
政
で
は
長
に
は
し
て
も
ら
え
ず
、「
副
」
止
ま
り

だ
っ
た
と
い
う
。
ト
ゥ
オ
ン
（
⑧
）
は
戦
後
の
一
九
八
四
年
に
共
産

党
に
入
党
し
た
が
、
入
党
に
際
し
て
は
と
て
も
苦
労
し
た
。
捕
虜
収

容
所
時
代
の
こ
と
が
問
題
と
さ
れ
た
。
退
役
後
に
入
学
し
た
大
学
で

の
成
績
が
よ
か
っ
た
の
で
、
大
学
の
党
支
部
が
推
薦
し
て
く
れ
た
の

と
、
か
つ
て
所
属
し
て
い
た
青
年
団
の
人
が
収
容
所
で
の
身
の
潔
白

を
証
明
し
て
く
れ
た
の
で
何
と
か
入
党
で
き
た
。
キ
ム
（
⑩
）
も
退

役
後
に
大
学
を
出
て
、
県
の
仕
事
に
つ
い
た
が
、
退
職
時
は
農
業
副

室
長
止
ま
り
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
元
捕
虜
の
人
達
に
対
し
て
、
偏

見
と
差
別
が
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
と
は
い
え
な
い
現
実
が
あ
っ
た
。

元
捕
虜
へ
の
待
遇

上
で
見
た
よ
う
に
、
元
捕
虜
は
ま
っ
た
く
偏
見
や
差
別
と
無
関
係

と
い
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
、
帰
順
者
は
別
に
し

て
、
社
会
か
ら
強
く
白
眼
視
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。

「
人
民
武
装
勢
力
英
雄
」
に
選
ば
れ
て
い
る
元
捕
虜
の
個
人
・
団
体

は
存
在
し
て
い
る
し
、
現
国
家
主
席
の
チ
ュ
オ
ン
・
タ
ン
・
サ
ン
も

元
捕
虜
で
あ
る
。
苛
酷
な
収
容
所
生
活
の
な
か
、
節
を
守
り
通
し
た

人
に
対
し
て
は
敬
意
が
払
わ
れ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
一
九
九
五
年

の
議
定
二
八
号
で
功
績
あ
る
元
捕
虜
に
対
す
る
優
遇
・
顕
彰
制
度
を

定
め
た
（N

ghiêm
 2000: 23-62 ＊

５
）。
捕
虜
収
容
所
一
年
以
下
の
人
に

は
一
時
金
と
記
章
が
支
給
さ
れ
、
一
年
以
上
の
人
に
は
さ
ら
に
医
療

保
険
と
埋
葬
費
、
毎
年
の
テ
ト
の
お
祝
い
が
支
給
さ
れ
た
。
捕
虜

だ
っ
た
期
間
も
軍
歴
と
党
歴
に
算
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の

よ
う
に
元
捕
虜
も
革
命
・
戦
争
功
労
者
の
一
員
と
し
て
正
式
に
扱
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
イ
ー
の
人
達
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
議
定
二
八
号
を
歓
迎
し
て
い
る
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
元
捕
虜
た
ち
の
「
戦
争
の
記
憶
」
に

は
、
意
気
込
ん
で
臨
ん
だ
出
征
、
そ
れ
な
の
に
捕
虜
と
な
っ
た
こ
と

の
不
運
や
ふ
が
い
な
さ
を
恥
じ
る
気
持
ち
、
捕
虜
収
容
所
で
の
苛
酷

な
体
験
と
そ
の
な
か
で
も
身
の
潔
白
を
守
り
闘
争
を
続
け
た
矜
持
、

釈
放
時
の
喜
び
と
そ
の
後
の
偏
見
を
う
け
た
屈
辱
な
ど
、
通
常
の
退

役
軍
人
と
比
べ
る
と
は
る
か
に
屈
折
し
た
あ
り
方
が
窺
え
る
。
逃
亡
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兵
や
帰
順
兵
へ
の
言
及
が
比
較
的
多
い
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
一
時

的
に
で
は
あ
れ
偏
見
・
差
別
を
受
け
た
経
験
は
、「
公
式
的
な
記

憶
」
へ
の
一
定
の
距
離
感
を
彼
ら
の
中
に
生
み
出
し
、「
栄
光
」
の

「
公
式
的
な
記
憶
」
だ
け
に
は
還
元
で
き
な
い
「
戦
争
の
記
憶
」
を

紡
ご
う
と
す
る
動
き
を
促
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

Ⅲ
「
捕
虜
博
物
館
」
の
活
動

「
捕
虜
博
物
館
」
の
設
立
者
で
館
長
の
ラ
ム
・
ヴ
ァ
ン
・
バ
ー
ン

氏
（
一
九
四
三
年
生
ま
れ
）
は
自
身
も
元
捕
虜
で
、
博
物
館
の
敷
地

は
元
々
ラ
ム
家
の
土
地
で
あ
る
。
彼
は
一
九
六
五
年
四
月
に
入
営
。

一
九
六
六
年
二
月
に
南
ベ
ト
ナ
ム
入
り
し
、
一
九
六
八
年
の
テ
ト
攻

勢
の
時
に
サ
イ
ゴ
ン
市
（
当
時
）
の
タ
ン
ソ
ニ
ャ
ッ
ト
で
捕
虜
と

な
っ
た
。
一
九
七
〇
年
に
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
島
に
収
容
さ
れ
、
一
九
七

三
年
に
釈
放
さ
れ
た
。
戦
闘
や
捕
虜
収
容
所
時
代
の
拷
問
に
よ
り
体

に
数
十
の
傷
を
負
い
、
七
度
の
手
術
を
受
け
て
い
る
。
戦
後
の
一
九

八
五
年
頃
か
ら
捕
虜
収
容
所
や
監
獄
に
関
す
る
資
料
の
収
集
を
始

め
、
フ
ー
ク
オ
ッ
ク
島
に
も
三
度
訪
れ
る
な
ど
、
精
力
的
に
資
料
を

収
集
し
た
。
キ
エ
ン
（
⑤
）
に
よ
れ
ば
、
バ
ー
ン
館
長
の
個
人
的
活

動
の
輪
が
広
が
り
二
〇
〇
四
年
か
ら
元
捕
虜
の
有
志
も
記
念
品
収
集

に
協
力
す
る
よ
う
に
な
り
、
ラ
ム
家
の
敷
地
に
展
示
室
を
開
設
し

た
。
同
年
一
一
月
か
ら
見
学
者
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二

〇
〇
五
年
に
バ
ー
ン
館
長
か
ら
ガ
イ
ド
を
す
る
よ
う
に
い
わ
れ
て
、

キ
エ
ン
は
地
方
行
政
の
仕
事
を
や
め
て
博
物
館
で
働
く
よ
う
に
な
っ

た
。
二
〇
〇
七
年
に
は
ハ
タ
イ
省
（
当
時
。
現
在
は
ハ
ノ
イ
市
）
か

ら
博
物
館
と
し
て
認
定
さ
れ
、
ベ
ト
ナ
ム
で
最
初
の
「
国
家
予
算

外
」
の
博
物
館
と
な
っ
た
。
現
在
ま
で
ベ
ト
ナ
ム
で
公
認
さ
れ
て
い

る
唯
一
の
民
間
博
物
館
で
あ
る
。「
捕
虜
博
物
館
」
の
活
動
は
ハ
ノ

イ
市
党
委
・
フ
ー
ス
エ
ン
県
党
委
か
ら
注
目
さ
れ
、
二
〇
一
一
年
五

月
に
は
、
バ
ー
ン
館
長
、
キ
エ
ウ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
イ
ッ
ク
氏
と
キ
エ

ン
の
三
人
で
同
博
物
館
党
支
部
が
設
立
さ
れ
た
。

ベ
ト
ナ
ム
に
は
、
ハ
ノ
イ
市
の
ホ
ア
ロ
ー
収
容
所
跡
や
南
部
の
コ

ン
ダ
オ
島
の
監
獄
跡
な
ど
、
収
容
所
・
監
獄
の
博
物
館
は
多
数
あ
る

が
、
そ
れ
ら
と
比
較
し
て
「
捕
虜
博
物
館
」
の
特
徴
は
以
下
の
よ
う

な
点
で
あ
る
。
①
収
容
所
跡
や
監
獄
跡
な
ど
の
史
跡
と
は
ま
っ
た
く

無
関
係
の
個
人
の
土
地
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
。
②
民
間
の
博
物

館
で
あ
る
た
め
、
公
立
の
博
物
館
と
比
べ
る
と
小
規
模
で
あ
る
こ

と
。
し
か
し
単
な
る
展
示
室
の
レ
ベ
ル
は
超
え
て
い
る
。
③
展
示
ス

ペ
ー
ス
と
匹
敵
す
る
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
を
戦
没
者
慰
霊
堂
に
割
い

て
い
る
こ
と
。
こ
れ
は
、
単
な
る
博
物
館
で
は
な
く
、
慰
霊
の
た
め

の
施
設
で
も
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
④
元
捕
虜
が
自
ら
展
示
物

の
収
集
・
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
博
物
館
の
ガ
イ
ド
や
運
営
に

も
あ
た
っ
て
い
る
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。
同
博
物
館
の
運
営
方
針
は

「
自
発
的
、
自
給
的
、
自
己
管
理
的
、
自
己
責
任
」
で
元
捕
虜
の
仲

間
た
ち
が
博
物
館
の
運
営
を
手
伝
っ
て
い
る
。
他
の
民
間
の
博
物
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館
・
展
示
室
と
異
な
る
の
は
、
ま
さ
に
元
捕
虜
た
ち
の
集
団
的
活
動

と
い
う
点
に
あ
る
。

若
い
世
代
が
戦
争
に
つ
い
て
無
知
で
あ
る
と
の
問
題
意
識
は
彼
ら

の
な
か
で
は
共
有
さ
れ
て
い
る
。
ブ
オ
ン
（
⑪
）
は
、
概
し
て
今
の

若
い
人
は
戦
争
に
あ
ま
り
関
心
が
な
く
、
革
命
戦
士
が
ど
ん
な
革
命

を
し
て
き
た
か
分
か
っ
て
い
な
い
と
嘆
い
て
い
る
。
そ
こ
で
「
捕
虜

博
物
館
」
は
積
極
的
に
生
徒
・
学
生
な
ど
の
参
観
を
受
け
入
れ
て
い

る
。
フ
ン
（
③
）
が
言
う
通
り
、「
捕
虜
博
物
館
」
は
ア
メ
リ
カ
と

サ
イ
ゴ
ン
政
権
の
戦
争
犯
罪
を
理
解
す
る
た
め
の
場
所
で
あ
り
、
子

孫
に
先
人
の
苦
労
や
犠
牲
を
知
っ
て
も
ら
う
教
育
と
啓
蒙
の
場
所
で

あ
る
。
さ
ら
に
「
捕
虜
博
物
館
」
は
元
捕
虜
た
ち
が
交
流
す
る
場
所

で
も
あ
る
。
ト
ア
ン
（
①
）
は
博
物
館
に
来
る
の
は
全
く
自
発
的

で
、
金
銭
的
に
何
の
利
益
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
元
捕
虜
同
志

で
交
流
す
る
の
が
楽
し
み
だ
と
し
て
い
る
。
ク
エ
ン
（
⑥
）
は
、
若

い
人
た
ち
に
戦
争
の
こ
と
を
語
っ
て
も
煙
た
が
れ
る
の
で
疎
外
感
を

味
わ
う
が
、
こ
こ
で
は
気
持
ち
が
通
じ
あ
う
と
吐
露
し
て
い
る
。

以
上
見
た
よ
う
に
、「
捕
虜
博
物
館
」
は
博
物
館
と
し
て
の
体
裁

が
一
定
程
度
整
っ
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
と
サ
イ
ゴ
ン
政
権
の
戦
争
犯

罪
を
宣
伝
・
教
育
す
る
場
と
し
て
元
捕
虜
た
ち
が
集
団
で
運
営
し
て

い
る
と
い
う
点
が
、
当
局
に
よ
っ
て
民
間
博
物
館
に
公
認
さ
れ
た
要

因
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
終
結
後
、
元
捕
虜
は
戦
争
の
功
績
者
で
は
あ
っ
た

が
、
警
戒
・
監
視
の
対
象
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
一
九
九
〇
年
代
か

ら
整
備
さ
れ
て
き
た
「
革
命
・
戦
争
に
功
績
あ
る
人
を
優
遇
す
る
制

度
」
の
中
で
、
顕
彰
の
対
象
が
広
げ
ら
れ
、
元
捕
虜
た
ち
も
正
式
に

そ
の
対
象
と
し
て
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
個
人
の
活
動
か
ら
始
ま
っ
た
「
捕
虜
博
物
館
」
が
当
局
か
ら
公

認
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
革
命
・
戦
争
の
功
績
者
に
対
し

て
、
ベ
ト
ナ
ム
共
産
党
や
ベ
ト
ナ
ム
政
府
が
進
め
て
い
る
「
恩
義
に

写真2　展示品の説明をする元捕虜
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報
い
る
運
動
」（
一
九
九
七
年
発
動
）、
す
な
わ
ち
革
命
・
戦
争
の
功

労
者
へ
の
顕
彰
運
動
の
民
間
化
＝
「
社
会
化
」
の
モ
デ
ル
と
し
て
推

奨
さ
れ
て
い
る
と
い
う
側
面
、
換
言
す
れ
ば
「
公
式
的
な
記
憶
」
普

及
活
動
を
民
間
に
よ
っ
て
肩
代
わ
り
さ
せ
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

一
方
、
民
間
の
「
捕
虜
博
物
館
」
の
活
動
に
は
、
国
家
が
占
有
し

て
き
た
「
栄
光
」
の
「
戦
争
の
記
憶
」
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
を
も
含

ん
だ
私
的
記
憶
を
紡
い
で
い
こ
う
と
す
る
人
々
の
営
為
の
表
面
化
と

い
う
「
社
会
化
」
の
側
面
も
あ
る
（「
戦
争
の
記
憶
」
の
非
国
家
化
・

私
的
化
）。
元
捕
虜
た
ち
は
、
国
家
か
ら
顕
彰
の
対
象
に
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
屈
辱
感
・
被
差
別
感
・
疎
外
感
が
完
全
に

払
拭
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、「
公
式
的
な
記
憶
」
か
ら
の
乖
離
感

が
通
常
の
退
役
軍
人
よ
り
強
い
た
め
、
こ
の
「
社
会
化
」
は
彼
ら
に

お
い
て
い
っ
そ
う
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
感
情

の
共
有
は
、
彼
ら
の
結
束
を
強
固
な
も
の
と
し
て
い
る
。
実
際
、
元

捕
虜
た
ち
は
退
役
軍
人
で
あ
り
な
が
ら
退
役
軍
人
会
と
は
別
個
の

「
捕
虜
連
絡
委
員
会
」
と
い
う
組
織
を
結
成
し
て
い
る
。
元
捕
虜
た

ち
の
親
睦
・
互
助
活
動
の
場
と
な
っ
て
い
る
「
捕
虜
博
物
館
」
の
活

動
も
こ
の
組
織
か
ら
支
援
を
受
け
て
い
る
。

以
前
調
査
し
た
一
九
七
二
年
ク
リ
ス
マ
ス
爆
撃
の
被
災
者
た
ち
の

「
戦
争
の
記
憶
」
は
後
者
の
「
社
会
化
」
の
面
が
強
く
、
前
者
の
面

は
希
薄
で
あ
っ
た
が
（
今
井 

二
〇
一
三
）、「
捕
虜
博
物
館
」
の
事

例
に
見
ら
れ
る
「
戦
争
の
記
憶
」
は
、
上
述
の
二
つ
の
「
社
会
化
」

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
的
に
い
っ
て
、
現
代

ベ
ト
ナ
ム
の
「
戦
争
の
記
憶
」
に
お
い
て
、
後
者
の
「
社
会
化
」
が

以
前
と
比
べ
て
強
ま
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は

必
ず
し
も
「
公
式
的
な
記
憶
」
を
否
定
す
る
「
対
抗
記
憶
」
の
形
成

に
直
結
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
補
完
的
役
割
を
期
待
し

て
、
後
者
の
「
社
会
化
」
を
前
者
に
取
り
込
も
う
と
す
る
動
き
も
見

ら
れ
る
。
民
間
の
自
主
的
な
運
動
と
し
て
始
ま
っ
た
「
捕
虜
博
物

館
」
の
活
動
に
も
現
在
は
党
支
部
が
扶
植
さ
れ
、
網
が
か
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

◉
注

＊ 

１ 
Tuổi trẻ online 29-06-2013

お
よ
びhttp://w

w
w

.kyvatlichsucand. 
vn/vn/new

s/686/357/B
ao-tang-ky-vat-chien-tranh-cua-cuu-binh

（
二

〇
一
三
年
六
月
二
九
日
ア
ク
セ
ス
）
を
参
照
。

＊ 

２ 

こ
れ
ら
の
議
論
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
井（
二
〇
〇
八
）を
参
照
。

＊ 

３ 

た
と
え
ば
、
一
九
七
二
年
ク
リ
ス
マ
ス
爆
撃
の
被
災
者
で
あ
る
ハ

ノ
イ
市
住
民
の
「
戦
争
の
記
憶
」
の
「
社
会
化
」
に
つ
い
て
は
、
今
井

（
二
〇
一
三
）
を
参
照
。

＊ 

４ 

グ
エ
ン
・
バ
ン
・
チ
ョ
イ
は
、
一
九
六
四
年
五
月
に
南
ベ
ト
ナ
ム

訪
問
中
の
マ
ク
ナ
マ
ラ
米
国
防
長
官
を
襲
撃
し
よ
う
と
し
て
捕
え
ら

れ
、
同
年
一
〇
月
に
処
刑
さ
れ
た
。
翌
年
、
彼
の
妻
の
記
録
と
い
う
か

た
ち
で
『
あ
の
人
の
生
き
た
よ
う
に
』
が
出
版
さ
れ
、
大
き
な
反
響
を

呼
ん
だ
。
日
本
語
版
は
一
九
六
六
年
に
新
日
本
新
書
で
刊
行
さ
れ
て
い

る
。

＊ 

５ 

次
の
七
つ
の
対
象
が
「
優
遇
」
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。
①
一
九
四

五
年
八
月
革
命
以
前
の
革
命
活
動
家
。
②
「
烈
士
（
戦
没
者
）」
と
そ
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の
家
族
、
③
「
人
民
武
装
勢
力
英
雄
」「
英
雄
的
ベ
ト
ナ
ム
の
母
」「
労

働
英
雄
」、
④
傷
病
兵
、
⑤
敵
に
よ
っ
て
捕
ら
え
ら
れ
収
監
さ
れ
た
革

命
活
動
家
・
抗
戦
活
動
家
、
⑥
民
族
解
放
・
祖
国
防
衛
と
国
際
義
務
遂

行
の
抗
戦
活
動
家
、
⑦
革
命
を
援
助
し
た
功
績
者
。
元
捕
虜
は
⑤
に
相

当
。
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本
稿
脱
稿
後
に
、
韓
国
軍
に
よ
る
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
虐
殺
の
記
憶
を

扱
っ
た
次
の
著
作
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
伊
藤
正
子
（
二
〇
一
三
）『
戦

争
記
憶
の
政
治
学
』
平
凡
社
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◉
著
者
紹
介
◉

①
氏
名
…
…
今
井
昭
夫（
い
ま
い
・
あ
き
お
）。

②
所
属
・
職
名
…
…
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
総
合
国
際
学
研
究
院
・
教
授
。

③
生
年
・
出
身
地
…
…
一
九
五
六
年
、
山
梨
県
。

④
専
門
分
野
・
地
域
…
…
ベ
ト
ナ
ム
近
現
代
史
。

⑤
学
歴
…
…
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地
域
研
究
研
究
科
修
了
。

⑥
職
歴
…
…
国
会
図
書
館
調
査
立
法
考
査
局
非
常
勤
調
査
員（
二
八
～
三
二

歳
）、大
学
非
常
勤
講
師（
二
九
～
三
二
歳
）、助
手
、助
教
授
、教
授（
三
二

歳
～
現
在
）。

⑦
現
地
滞
在
経
験
…
…
一
九
七
九
～
一
九
八
〇
年
に
在
ハ
ノ
イ
日
本
大
使

館
に
派
遣
員
と
し
て
勤
務（
二
三
～
二
四
歳
）、
一
九
九
一
～
一
九
九
二

年
に
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
ハ
ノ
イ
総
合
大
学（
当
時
）に
留
学

（
三
五
歳
）。

⑧
研
究
手
法
…
…
二
〇
〇
四
年
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
す
る
聞
き
取
り

調
査
を
ベ
ト
ナ
ム
国
内
で
実
施
し
て
い
る
。
主
な
対
象
者
は
退
役
軍

人
、
元
青
年
突
撃
隊
隊
員
で
あ
る
。
年
に
二
～
四
回
実
施
。

⑨
所
属
学
会
…
…
東
南
ア
ジ
ア
学
会
、
東
ア
ジ
ア
近
代
史
学
会
。

⑩
研
究
上
の
画
期
…
…
中
学
校
、
高
等
学
校
の
時
に
連
日
の
よ
う
に
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道

さ
れ
て
い
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
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ト
ナ
ム
研
究
に
入
る
き
っ
か
け
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オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、Ｃ
Ｏ
Ｅ「
史

資
料
ハ
ブ
」の
研
究
分
担
者
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
。

⑪
推
薦
図
書
…
…
ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
ナ
マ
ラ
『
果
て
し
な
き
論
争
』
仲
晃
訳
、

共
同
通
信
社
、
二
〇
〇
三
年
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
仇
敵
同
士
の
戦
後
対
話

を
記
録
し
た
稀
有
な
書
で
あ
り
、
深
み
の
あ
る
地
域
研
究
の
重
要
性
を
再

確
認
さ
せ
ら
れ
る
書
物
。


